
平成™�年�月˜š日 金曜日 (号外第˜š™号)官 報

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
百
九
十
六
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
四
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
役
員
」
を
「
副
理
事
長
及
び
理
事
」
に
改
め
、
同
条
中
「
理
事
長
及
び
」
及
び
「
及
び
監

事
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
に
」
を
「
前
項
に
」
に
、「
第
一
項
の
」
を
「
前
項
の
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
中
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
九
条
第
五
項
」
を
「
第
十
九
条
第
九
項
」
に
、「
、
第
六
十
四
条
第
一

項
及
び
第
六
十
五
条
」
を
「
及
び
第
六
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と

す
る
。

第
三
十
八
条
第
一
号
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
一
条

第
三
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
二
号
中
「
第
三
十
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
」
に
改
め
、
同
条

第
三
号
を
削
る
。

第
四
十
条
第
二
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
五
項

又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
項
又
は
第
三
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
四
号
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
号
」
を

「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条

削
除

附
則
第
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め

る
。

（
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
百
九
十
七
条

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
三
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
の
任
期
）

第
十
条

理
事
の
任
期
は
、
当
該
理
事
に
つ
い
て
理
事
長
が
定
め
る
期
間
（
そ
の
末
日
が
通
則
法
第
二
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
理
事
長
の
任
期
の
末
日
以
前
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
、
中
期
目
標
の
期
間
」
を
「
、
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
期
目

標
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
期
目
標
の
期
間
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第

三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を「
前
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
七
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
又
は
第
十
七
条
」
に
改
め

る
。第

二
十
二
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
国
土
交
通
省
」
を
削
る
。

（
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

第
百
九
十
八
条

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
新
法
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒

音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
百
九
十
九
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
三
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
役
員
」
を
「
副
理
事
長
及
び
理
事
」
に
改
め
、
同
条
中
「
理
事
長
及
び
」
及
び
「
及
び
監

事
」
を
削
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
五
項
中
「
前
各
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
中
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
前
条
第
一
項
」
を
「
前
条
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
国
土
交
通
省
」
を
削
る
。

附
則
第
九
条
中
「
第
三
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
第
三
項
中
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
、
あ
ら

か
じ
め
、
国
土
交
通
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
」
を
削
る
。

附
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」

に
、「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
条

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
四
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
の
任
期
）

第
九
条

理
事
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

第
十
五
条
第
三
項
中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条

第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
六
項
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
項
又
は
第
二
十
四
条
」
に
改
め

る
。第

二
十
八
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
国
土
交
通
省
」
を
削
る
。

（
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
一
条

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
四
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
役
員
」
を
「
副
理
事
長
及
び
理
事
」
に
改
め
、
同
条
中
「
理
事
長
及
び
」
及
び
「
及
び
監

事
」
を
削
る
。
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